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１
３
春
闘
要
求
交
渉
は
、
社
員

の
切
実
な
賃
上
げ
要
求
に
対
し

て
、
会
社
は
、
「
厳
し
い
」
の
繰

り
返
し
で
、
時
給
制
契
約
社
員
の

時
給
引
き
上
げ
と
正
社
員
の
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
に
は
ゼ
ロ
回
答
で

し
た
。
組
合
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体

は
黒
字
で
あ
り
、
内
部
留
保
の

４
・
２
４
％
を
切
り
崩
せ
ば
賃
上

げ
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
主
張

し
た
が
、
会
社
は
、
「
厳
し
い
」

を
繰
り
返
し
、
非
正
規
社
員
の
均

等
待
遇
に
も
見
通
し
す
ら
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

こ
う
し
た
中
、
組
合
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
背
景
に
交
渉
を
積
み

重
ね
、
月
給
制
契
約
社
員
の
基
本

月
額
２
，
０
０
０
円
引
き
上
げ
の

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
時
給
制
契
約
社
員
の
資
格
給

に
つ
い
て
、
現
在
、
「
Ａ
習
熟
度

あ
り
」
の
資
格
給
が
１
７
０
円
以

下
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
各
社
統
一
で
一
律
１
０
円
引

き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
月
１
日
適
用
） 

 

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

夏
期
・
冬
期
で
３
・
０
ヶ
月
を
提

示
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
３
・
３
ヶ
月
と
上
積
み
回
答
を

引
き
出
し
ま
し
た
。
（
郵
政
産
業

ユ
ニ
オ
ン
は
、
春
闘
交
渉
と
切
り

離
し
夏
期
・
冬
期
に
一
時
金
要
求

書
を
提
出
し
交
渉
し
ま
す
） 

 
 

ス
キ
ル
評
価
で
大
き
く
前
進 

 

４
月
１
０
日
、
会
社
は
時
給
制

契
約
社
員
の
資
格
給
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
現
行
の
支
給
区
分

が
「
通
集
配╲

混
合
１
（
５
時
間

以
上
）
」
で
「
Ａ
ラ
ン
ク
習
熟
度

有
」
５
５
０
円
の
適
用
を
受
け
て

い
る
者
が
、
ス
キ
ル
評
価
で
「
Ａ

ラ
ン
ク
習
熟
度
無
」
３
５
０
円
と

２
０
０
円
下
げ
ら
れ
て
い
た
も

の
を
、
支
給
表
に
か
か
わ
ら
ず
４

５
０
円
に
改
定
す
る
と
提
示
し

て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
改
訂
の
背
景
に
は
、
近

畿
支
社
が
服
装
や
遅
刻
な
ど
勤

務
態
度
を
評
価
す
る
「
基
礎
評

価
」
と
職
務
の
広
さ
と
習
熟
度
を

評
価
す
る
「
ス
キ
ル
評
価
」
を
連

動
さ
せ
て
評
価
し
一
瞬
に
し
て

２
０
０
円
も
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
こ

と
に
、
非
正
規
組
合
員
が
裁
判
で

た
た
か
い
城
東
、
豊
中
、
宝
塚
と

連
続
し
て
勝
利
和
解
を
勝
ち
取

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 
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１
３
春
闘
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
円
安
と
株
高
と
な
り
輸

出
大
企
業
の
業
績
好
調
が
伝
え
ら
れ
る
な
か
、
生
活
必
需
品

の
値
上
げ
が
労
働
者
・
国
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
、
益
々
賃

上
げ
は
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
会
社
の
賃
上
げ
ゼ

ロ
回
答
に
対
し
、
３
月
１
９
日
、
全
国
２
６
職
場
で
７
８
人

が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
春
闘
を
た
た
か
い
ま
し
た
。 


